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環 境 経 営 方 針

三和工業有限会社

当社は、この美しい地球に生存する者として、限られた資源をムダに遣うことなく、

地域ひいては地球環境を未来永劫次世代に継承していく義務があるということを認識し、

環境経営システムを構築し運用し継続的に改善していくことにより、自主的・積極的に、

環境への取り組みを推進し、製品製造力を高め続けます。

１．環境関連法規則や当社がコミットしたその他の要求事項を遵守します。

２．次の事項について、具体的な環境経営目標・環境経営改善計画を定め実施します。

①省エネルギーに取り組み、二酸化炭素排出量を削減します。

②分別の徹底・リサイクルの推進に努め、廃棄物排出量を削減します。

③節水に努め、水の使用量を削減します。

④環境に配慮したグリーン調達を推進します。

⑤環境配慮のため、不良率低減活動を実施します。

３．本方針を全従業員に周知徹底します。

制定日 ２０１７年１０月５日

代表取締役

東 充宏
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会社名 三和工業有限会社

代表者 代表取締役社長　東　充宏

所在地 〒445-0025

愛知県西尾市和気町内藤地５番地

TEL(0563)52-3535㈹

FAX(0563)52-4622

〒861-0821

熊本県玉名郡南関町下坂下１８６０番地１

エイティー九州㈱構内

TEL(0968)65-1220

FAX(0968)57-9857

※顧客場内にて、顧客の環境活動(ISO14001)の

　一部署として環境活動を行っていいるため除外

環境管理責任者 工場長　山内　俊宏

事業内容 鋳造用シェルモールド中子の製造

事業年度 １０月～翌年９月

事業規模

対象範囲 西尾工場(熊本事業所は除く)

床面積 ㎡ 3,177
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会 社 概 要

(西尾工場) 従業員数 人 59人

西 尾 工 場

単位 2022年度

保有設備 台 39

熊 本 事 業 所



・環境経営方針の策定

・環境管理責任者の任命

・資源（人員・設備・費用等）の準備

・代表者による全体の評価と見直し

・環境経営システムを構築・運用・維持し、その状況を代表者に報告

・外部からの苦情等の受付

・環境経営レポートの作成

・環境関連文書及び記録の作成・管理等

・環境経営計画の実施状況確認

・部門の環境経営目標及び環境経営計画の運用管理

・環境経営方針の理解と環境への取組みの重要性の理解

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

代表者

西尾工場
製造部

西尾工場
営業部

ＥＡ２１実施体制図

作成日

※対象外

西尾工場

環境管理責任者

代表取締役

２０１５年　７月２８日
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製造部門長総務部門長

西尾工場
総務部

熊本事業所

全従業員

環境管理責任者

代表者

役割・責任・権限担　当

各部門長

 工場長

営業部門長



環境関連
法令項目

測定・
点検

届出 遵守確認項目
遵守
状況

ﾌｧｲﾙ
No.

許可証の確認 ○

保管基準の遵守確認 ○

産業廃棄物収集運搬・
処理業者との契約（3

社)
○

マニフェスト交付 ○

マニフェストの環境省令
で定める期間内に送付 ○

2社:優良
1社:EA21取得 ○

－ ○
コンプレッサー

6台の届出 ○

騒音の測定 ○ －
その他の地域

(基準値:～60db) ○

－ ○
シェル中子成型機

39台の届出 ○

ホルムアルデヒド測定 ○ －
ホルムアルデヒド測定
(基準値:0～30mg) ○

非該当 ○

浄化槽法 ○ ○ 点検記録 ○ ④

○ ○ 引取証明書写し ○

フロン使用機器の点検 ○ － 簡易点検 ○

エネルギー
使用の合理化
に関する法律

EA21での活動状況 ○

都市計画法 － ○

 当社において適用される環境関連法規等

廃棄物処理法
廃棄物の適正
な処理の促進
に関する条例

－ ○

作成・更新日： 2023年10月 2日

   順守評価日: 2023年10月 2日
        評価者:環境管理責任者

①

・委託基準：一廃収集業者の許可の確認
・委託基準：産廃収集運搬・処理業者の許可の
　確認、契約
・保管基準
     60cm×60cm以上表示、飛散・浸透防止
　   衛生管理
・マニフェスト交付
　　B2･D･E票の保管(5年間)、B2･D票90日、
　　E票180日以内に送付されない場合は
　　30日以内の知事への報告
・産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出
・帳簿の作成（特別管理廃棄物）
・表示看板の設置
・自社による運搬時の表示、書類携行
・処理事業者の実地確認

内　　　容

－

適切な処理、引取証明書写しの保管

法令点検、保守点検、清掃の実施

公害防止担当者の届出
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大気汚染
防止法

特定施設の届出

騒音規制法
振動規制法
県民の生活
環境の保全等
に関する条例

－その他地域（農地）

エネルギー使用の合理化に努める －

②

フロン排出
抑制法

③

特定施設の届出
基準の順守

⑤



2022年10月3日作成

基準年 当期目標 次期目標 中期目標

2018年10月～
  2019年9月30日

2022年10月～
   2023年9月

2023年10月～
   2024年9月

2024年10月～
   2025年9月

CO2排出量
(kg-CO2)

1,365,652.0 - - -

温室効果ガス 6％減 7％減 8％減

排出量 904.41 850.14 841.10 832.05

電力使用量
(kｗh)

1,340,941.0 - - -

6％減 7％減 8％減

888.04 834.76 825.88 817.00

ＬＰＧ使用量(㎥) 114,078.0 - - -

6％減 7％減 8％減

75.55 71.02 70.26 69.50

一般廃棄物
排出量(kg)

3,230.0 - - -

6％減 7％減 8％減

2.14 2.01 1.99 1.97

産業廃棄物
排出量(kg)

44,280.0 - - -

6％減 7％減 8％減

29.33 27.57 27.27 26.98

水使用量(㎥) 1,947.0 - - -

6％減 7％減 8％減

1.29 1.21 1.20 1.19

6％減 7％減 8％減

2.03% 1.90% 1.88% 1.86%

※LPGのCO2排出量を1㎥=2.07kg換算に変更

※購入電力のCO2排出係数は中部電力の2021年度の調整後0.449kg-CO2/kWh を使用。

環境経営目標（単年度・中期）
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製品サービスに
おける環境配慮

不良率低減

化学物質

水道水

使用なし

新たに使用するもの
についてはPRTR法
該当外の環境に優し
いものを選定する。

新たに使用するものについてはPRTR法該当外の
環境に優しいものを選定する。

産業廃棄物
排出量

原単位(kg/百万円)

水使用量
原単位(㎥/百万円)

管理項目

CO2排出量
原単位

(kg-CO2/百万円)

電気使用量
原単位(kwh/百万

円)

廃棄物

一般廃棄物
排出量

原単位(kg/百万円)

ＬＰＧ使用量
原単位(㎥/百万円)

使用エネルギー
の削減



目標達成手段

 (取組の自己チェックで
挙げた内容を記載する）

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

照明、エアコン、ＰＣ
のON・OFF管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エアコンの温度管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エアコンフィルタの
清掃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

照明不要時の消灯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

停止設備の電源OFF ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コンプレッサの
フィルタ清掃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エアコンフィルタの
清掃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

成型機・予熱機の
ブロワフィルタ清掃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

設備のエア漏れ点検
・メンテナンスの実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マニフェストの管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

数量の把握 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工場 製造部門長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

事務所 総務部門長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工場 製造部門長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SDSの管理 事務所 総務部門長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

不良率低減 工場 製造部門長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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スケジュール

環境管理責任者

2022年10月3日

作  成 ：

作成日：

製造部門長

2022年10月～2023年9月環境経営計画

分別の徹底

定期的な確認・
評価・是正

達成状況の
中間評価

総務部門長

廃棄物の削減

製品サービスに
おける環境配慮

化学物質への
配慮

3ヶ月/回('23.1
月･4月･7月)確認･
評価、必要があれば
是正を行う

責任者

目　　標
(方針に掲げた取組項目

は必ず挙げる）
(負荷の自己チェックで

目標設定した項目)

実施
箇所

事務所

水使用量の
削減

節水表示による
意識向上

CO2
排出量削減

電力の削減

事務所 総務部門長

工場



2023年1月17日作成 2023年4月19日作成 2023年7月18日作成

実績 実績 実績

工場 製造部門長

事務所 総務部門長

工場 製造部門長

事務所 総務部門長 使用なし ○ ○ ○

工場 製造部門長
不良重量/生産

量
(％)

1.90% 1.33% 1.34% 1.27%

目
標

(方針
に掲
げた
取組
項目
は必
ず挙
げる）

実施
箇所

責任者

CO
2
排出
量削
減

電力
の削
減

CO
2
排出
量削
減

LP
Gの
削減

事務所 総務部門長

製造部門長工場

作成：環境管理責任者

管理項目 目標値
達成状況の中間評価

一般廃棄物
排出量
原単位

(kg/百万円)

昨年度実績87.76(ｍ/百万円)に対
し効果は出ているが、目標値を高く設
定したことと、活動内容が頭打ちにな
り未達

稼働日数が少なくなったため、
ゴミの量も少なくなり、廃棄物も減っ
た

2.01 1.18

昨年度実績1,046.70(kwh/百万
円)に対し効果は出ているが、目標値
を高く設定したことと、活動内容が頭
打ちになり未達

2022.10月-12月

1,501.28834.76

LPGガス
使用量
原単位

(㎥/百万円)

電気
使用量
原単位

(kwh/百万円)

140.9271.02

化学
物質
への
配慮

水使
用量
の
削減

事務所

製品
サー
ビス
に
おけ
る環
境配
慮

廃棄
物の
削減

稼働日数が少なくなり、
副資材の希釈量が減り、
水使用が減った

不良低減活動がしっかり行われてい
る

使用なし

稼働日数が少なくなったため、
ゴミの量も少なくなり、廃棄物も減った

27.57

1.21

26.75

1.10
水使用量
原単位

(㎥/百万円)

産業廃棄物
排出量
原単位

(kg/百万円)

総務部門長

- ７ -

作成：環境管理責任者

2022.10月-2023.3月

達成状況の中間評価

右に同じ969.74

使用なし

在庫を極力持たないようにするため、
必要数を生産したら停止させ、他の設
備で他品番の金型を予熱し、必要数
の生産をしたために、予熱での使用
量が増加した

91.21

目標達成の見込み1.42

24.00

節水に対する意識が向上され、目標
達成手段がしっかり行われている

1.16

人員削減により軍手の使用量が減っ
た

24.95

軍手の使用量が減り、洗濯回数が
減った

1.17

2022年度環境経営状況と中間評価

使用なし

生産量の増加に伴い不良率が減少し
た

不良低減活動が継続してしっかり行
われている

作成：環境管理責任者

2022.10月-2023.6月

達成状況の中間評価

右に同じ957.68

【2022.10月-12月】の評価と同じ86.26

右に同じ1.31

分別や再利用がしっかり行われてい
る

※10/31：クーリングタワー水漏れ

→修理

※1/25：凍結後水漏れ(13:00-14:00)

→修理

※3/17事務所のゴミ片付け

※5/6第3工場エアコンダクト追加

※6/5～成型機N-51稼働

※6/5～成型機N-51稼働
※3/10：第4工場ガスヒーポン不具合

→4/21修理完

※3/10：第4工場ガスヒーポン不具合

→4/21修理完



基準年 当期目標 実　績

2018年10月～
  2019年9月30日

2022年10月～
   2023年9月

2022年10月～
   2023年9月

CO2排出量
(kg-CO2)

1,365,652.0 - 1,055,869.84

温室効果ガス 6％減 9.95%増

排出量 904.41 850.14 994.43

電力使用量
(kｗh)

1,340,941.0 - 1,018,235.0

6％減 7.99%増

888.04 834.76 958.99

ＬＰＧ使用量(㎥) 114,078.0 - 94,482.60

6％減 17.79%増

75.55 71.02 88.98

一般廃棄物
排出量(kg)

3,230.0 - 1,303.3

6％減 42.50%減

2.14 2.01 1.23

産業廃棄物
排出量(kg)

44,280.0 - 29,060.0

6％減 6.67%減

29.32 27.57 27.37

水使用量(㎥) 1,947.0 - 1,236.60

6％減 10.04%減

1.29 1.21 1.16

6％減 39.01%減

2.03% 1.90% 1.24%
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廃棄物

使用エネルギー
の削減

環境経営目標と実績

製品サービスに
おける環境配慮

不良率低減

化学物質

水道水

使用なし
新たに使用するものについ
てはPRTR法該当外の環境
に優しいものを選定する。

2023年11月03日作成

使用なし

産業廃棄物
排出量

原単位(kg/百万円)

水使用量
原単位(㎥/百万円)

管理項目

CO2排出量
原単位

(kg-CO2/百万円)

電気使用量
原単位(kwh/百万円)

新たに使用するものについ
てはPRTR法該当外の環境
に優しいものを選定する。

一般廃棄物
排出量

原単位(kg/百万円)

ＬＰＧ使用量
原単位(㎥/百万円)



結果

軍手の洗濯回数の見直しなど、節水に対する
意識向上された

該当する化学物質の使用無し

社内活動、委員会活動により不具合を
低減することができた

昨年度実績1,046.70(kwh/百万円)に対し効果は
出ているが、目標値を高く設定したことと、活動内容が
頭打ちになり未達

製品の小型化、軽量化が進み販売する製品構成が
変化しており、原単位を下げることが困難になって
きている
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化学物質

製品サービスに
おける環境配慮

水使用量の削減

産業廃棄物の削減

39.01%減

100.00%

10.04%減

6.67%減

17.79%増
ＬＰＧ使用量
の削減

分別や再利用が徹底できた

一般廃棄物の削減 42.50%減 分別や再利用が徹底できた

取組事項

2022年度 環境経営の取組内容とその評価

評価及び取組内容

温室効果ガス
排出量の削減

電力使用量
の削減

9.95%増

7.99%増



　当工場に適用される環境関連法規とその遵守状況をチェックした結果、

過去６年間違反はありませんでした。

　また、その他関係各機関等からの指導や隣接する事業所及び近隣住民の

方々からの苦情や訴訟もありませんでした。
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環境関連法規など順守状況の結果



 

不要　 　・　 　要
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[変更の理由]

２.　　改善のための方策、結論、勧告等　　環境管理責任者への指示事項　　　 

代表者による全体の取組状況の評価
及び見直しの結果

　従業員のみなさん、一年間の活動お疲れさまでした。環境管理責任者及び部門
長のリーダーシップの下、全員で取り組んだ結果が、一般廃棄物、産業廃棄物、水
使用量そして不良率が大幅に低減されたことは非常に素晴らしく、誇りに思います。
しかしながら、電気使用量原単位とLPG使用量原単位が増加してしまい、CO2排出
量原単位が増えてしまったことは大変残念に思います。
　ベンチマークとなる基準年を見直してから４年経過しましたが、例年通りの結果と
なりました。基準年と現在とでは、製品構成や負荷時間など環境が大きく変化して
いることは理解できます。また、私自身も省エネされている感覚があるにも関わら
ず、原単位の算出方法等により結果が悪く映っているため、再度ベンチマークを見
直すべきかを考慮しました。
　その結果、カーボン・ニュートラルの観点からも「本当に極限まで省エネされている
か？」を、今一度全員で検討してみたらどうかと考えました。例えば、水平割り機の
バーナー板が金型上に無い時でも大炎のままなのは、過去に金型温度が低下して
しまったためですが、当時とはサイクルもバーナーの機構も違います。また、直間が
あるため金型温度が低下してしまうのも、珪酸カルシウム板を置いて温度ドロップを
減らすなど、過去に捕らわれたりすることなく「極限まで」省エネに取り組めば、当社
の従業員のみなさんであれば、大きな効果を実現できると信じております。
　そのため、今回もベンチマークは見直しすることなく、目標に向かって全社一丸と
なって取り組みましょう。

環境目標 不要　 　・　 　要

活動計画 不要　 　・　 　要

作成日： ２０２３年１１月　９日

代表取締役　東　充宏　　

環境経営システム 不要　 　・　 　要

１.　　変更の必要性　

環境方針



目標達成手段

 (取組の自己チェックで
挙げた内容を記載する）

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

照明、エアコン、ＰＣ
のON・OFF管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エアコンの温度管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エアコンフィルタの
清掃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

照明不要時の消灯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

停止設備の電源OFF ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コンプレッサの
フィルタ清掃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エアコンフィルタの
清掃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

成型機・予熱機の
ブロワフィルタ清掃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

設備のエア漏れ点検
・メンテナンスの実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マニフェストの管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

数量の把握 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工場 製造部門長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

事務所 総務部門長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工場 製造部門長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SDSの管理 事務所 総務部門長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

不良率低減 工場 製造部門長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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水使用量の
削減

節水表示による
意識向上

廃棄物の削減

事務所

目　　標
(方針に掲げた取組項目

は必ず挙げる）
(負荷の自己チェックで

目標設定した項目)

実施
箇所

CO2
排出量削減

電力の削減

事務所

工場

2023年10月～2024年9月環境経営計画

分別の徹底

定期的な確認・
評価・是正

達成状況の
中間評価

作成日：

作  成 ：

総務部門長

製造部門長

化学物質への
配慮

製品サービスに
おける環境配慮

総務部門長

3ヶ月/回('24.1
月･4月･7月)確認･
評価、必要があれば
是正を行う

環境管理責任者

2023年10月3日

責任者

スケジュール


